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令和3年2月25日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：成田　春佳
	藤原
	中野
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	松舘
	成田
	川守田
	国光
	滝田
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	織田
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	〇
	〇

	小沼
	畑中
	大久保
	柴田
	金谷
	
	土橋
	荒木田
	佐々木
	中村
	山之口

	〇
	〇
	休
	五福
	深
	
	休
	準
	休
	深
	〇



＜連絡事項＞
・ニトリル手袋（Ｍサイズ）の商品が下記の通り変更になります。
変更前　ニトリルNETブルーパウダーフリーMサイズ（100枚）
　　　　　　　　　　↓
変更後　ニトリルグローブプレミオパウダーフリーMサイズ（300枚）

＜患者様連絡事項＞
・土嶺　晴子様～麦門冬湯同内容にて本日より6日分処方となる。

・藪　真弓様～退院指示、退院処方11日分処方となる。

・北村　イウ子様～時折37℃台の微熱あること情報提供。点滴1本/日継続処方となる。

・中島　モト様～持参薬一部内容変更にて2/27から5日分処方となる。

・橋本　とし様～IFオーダーに発熱時追加、カロナール(200)2T 5回分処方となる。

・宮崎　宏之様～本日の採血結果よりカルバマゼピン血中濃度12.1mg/dlと緊急値。田名部Dr報告し、経過観察指示あり。次回処方から内容検討してもらうようにとのこと。
・八木田　勝則様～青陽館の体験利用に行っている。スタッフは問題なく穏やかに過ごしていたと話し、本人も雰囲気が良かったと話す。次回2/26予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中他者の私物弄り頻回にあり、早めに開放観察終了としている。危険行為や自傷行為はなく経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・的場　舞様～落ち着いている為、10:30終日隔離解除、時間隔離開始となっている。不機嫌さや不穏さ無く、対応穏やかで疎通良好。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _GoBack]・澤口　利香様～身体拘束中。操作的言動や自傷行為に関連した発言無く、情動安定しており穏やか。衝動行為・問題行動も無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・袴田　将志様～衝動性や興奮おさまっている為、10時時間隔離解除となる。飲水ペース早い事あるが、介入にて自制出来ている。妄想発言や不穏さ無く経過。

・本間　啓子様～各食1/3摂取。スタッフ対面時暴言や自分本位な発言聞かれている。

・木村　美智子様～発熱や酸素飽和度の低下なし。AMモニター上HR30台へ低下あり。実測値は60～70台で不整なし。マグネローデ交換にて改善している。痰鳴ないが、吸引にて白色粘稠痰多量に除去している。点滴は滴下不良あり刺し替えている。

・藤村　悦子様～各食1/4摂取。表情冴えなさあり、声掛けにも小声で返答している。

＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・袴田　将志様～診察時、落ち着いている。衝動性・興奮収まっていることから10：00時間隔離解除となる。主治医より、飲水に注意するよう説明している。

・的場　舞様～臥床している。診察の声掛けには拒否なく応じている。診察時、落
ち着いており、本人も昨日よりは落ち着いていると話している。
主治医診察にて10：30終日隔離解除となり、20：00～6：00時間
隔離へ変更となる。本日夕よりクエチアピン開始となる。

・立花　圭様～診察時、Ｂユニットや西病棟へ移動することはどういうことなのか
と主治医へ質問している。主治医より、病状が落ち着いていれば段
階を踏んで移動となること説明している。西病棟は物を盗まれるた
め、行きたくないと本人は話している。臨時薬は同内容で継続処方
となる。

・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・赤石　陽介様～幻聴について問われると「ない」と話している。入院時より落ち着いてきたとも話している。臨時薬は同内容で処方となり、3/3(水)エビリファイ持続注射施行すること説明している。

・池田　康憲様～本人より、痛み止め、眠剤はあった方がいいと希望あり、臨時薬カロナール・ゾルピデム処方となっている。

＜皮膚科診察情報＞
・八木田　勝則様～両手爪乾燥・落屑・裂。アズノール軟膏塗布。臀部・右下腿・暗紅色
～褐色。掻痕（+）。慢性湿疹、デルモゾールＤＰ軟膏塗布。

・沼畑　勲様～右手背一か所だけソフラチュール小さく貼付。同前処置。

・木村　美智子様～肛門著明に軽快。仙骨部・左耳介に発赤・表皮剥離。ゲンタマイシン+ガーゼ保護。

・駒木　洋士様～同前処置。

・若沢　理子様～左前腕慢性湿疹。デルモゾ―ルＤＰ軟膏塗布。

・栗澤　みつ子様～同前処置。

・小笠原　久年様～同前処置。

・澤口　利香様～両前腕皮疹軽快。同前処置。右前腕の診察、レントゲンも確認。うつらない物質（柔らかいプラスチックのような1.0cm位の物）が入り込んでいる。取り除くなら切開して処置が必要。そのまま様子みても身体への悪影響を及ぼすおそれは極めて低いのではとコメントがある。

・水梨　孝純様～同前処置。

＜入院患者様情報＞
氏　　名：田中　敬(たなか　けい)様
生年月日：昭和29年4月2日  66歳
病　　名：アルコール依存症　　
性　　別：男性
主治医　：田名部Ｄr
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
  五戸市にて出生。地元の中学校卒業後は八戸北高校、日本大学へ進学し卒業。大学卒業後は地元に戻り、南部町や田子の中学校の理科の教員として従事。32歳頃に結婚。2子を授かるがH7年頃に離婚。知り合いも多く、近所の飲み屋に行って飲酒することが
多い。また不眠があり、処方薬と共に飲酒することもある。問題飲酒を感じるようになったのは40歳過ぎ頃で、仕事のストレスなどが重なっていた。知り合いのはらだクリニックのDrより、多飲を指摘され40歳後半ではらだクリニック通院開始。その後定期的
に通院継続していた。6年前に飲酒し田子市内で倒れドクターヘリで市民病院へ救急搬送歴もあり。またR3.2.16朝に酩酊し、道路に倒れているところを通行人に発見され、十和田中央病院へ入院。酒臭著明で低体温（29℃）であった。翌2/17退院し、はらだクリニックの医師より断酒治療勧められ、当院へ入院希望の連絡あり。アルコールプログラム導入目的にて本日当院初診。R3.2.25東病棟Dユニットへ任意入院となる。

・家族洗濯
・売店利用可：上限無し
・持参のサプリメントは服用可。
・携帯電話使用可（通話のみ）
・持参薬無くなりそうになったら兄様へ連絡。代理受診してくれるとのこと。


